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開催要項
日程◉［ 全体会］ 2026 年 10 月２日（ 金）

［ 分科会等］ 2026 年 10 月３日（ 土）
会場◉ 福井県福井市フェニックスプラザ「 エルピス大ホール」他

メ インテーマ◉ 発掘・ 発見、 わたし の自治研
　 　 　 　 ―好きなこと のその先に―

「 ふく い自治研」開催要項はこ ち ら から ご覧く ださ い

「 ふく い自治研」
開催要項は
裏表紙より

ご覧く ださ い
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2 0 2 6 ふく い自治研●開催要項 １ 日目　 全体集会プログラム

日時◉ 2026 年 10 月２ 日（ 金） 10： 00 ～ 17： 00

会場◉ 福井県福井市　 フェニックスプラザ「 エルピス大ホール」 

1 0 ： 0 0 ―1 2 ： 0 0 　 開会あいさ つ／自治研賞発表・ 表彰・ 講評／基調提起 

1 3 ： 0 0 ―1 6 ： 3 0

〇オープニング 

福井商業高校チアリ ーダー部「 JETS」 も しく は OG「 Grace JETS」

〇メ インプログラム 

　 自治研セッ ショ ン「 発掘・ 発見、 わたしの自治研― 好きなこ と のその先に―」

　 1957 年から 続けら れてきた自治労の自治研活動。職場や地域における挑戦的

な実践の数々は、 豊かな社会の実現に寄与してきまし た。

　 急速に進行する人口減少や価値観の変容と いう 社会状況の中で、 自治体現場

の試行錯誤が続けら れている一方で、「 自治研」 の存在感は現場から 薄れつつあ

り ます。

　 ふく い自治研では、長年にわたり 福井県本部が培ってきた「 応援し たく なる」

「 楽し さ から 広がる」 参加型の自治研活動を織り 交ぜ、「 わたし」 が起点と なる

自治研を参加者と と も に探り ます。

　「 自治研はも う いら ない？」 ――その問いへの答えを、みなさ んと と も に探る

「 探索型プログラ ム」 です。

波多野　翼さ ん・ 前衆議院議員

衆議院議員を経験し、 怖いも のがなく なったから こ そ、 自治研のタ ブーに

切り 込んでいき ます。 言っちゃいけないよ う な雰囲気やキラ キラ し ていな

い現場と の違和感にも 向き合い、 実践につながる 問いを皆さ んと 共に深め

る時間にし たいと 思います。

丹羽野真也さ ん・（ 株） Be One 代表取締役

変化は、 誰か一人の小さ な気づき から 始まり ます。 それを仲間が受け止め、

応援し 、広げていく こ と で大きな力になる。『 わたし の自治研』 を『 みんな

の自治研』 へ。 一緒に考えまし ょ う 。

モデレータ ー

１ 日目　 全体集会プロ グラ ム

スピーカー◉ 全国の「 わたし の自治研」 が多数登壇

MC ◉ 森　友紀（ 自治労本部政策局長）／佐藤茂雄（ 自治研中央推進委員　 山形県本部）

1 6 ： 3 0 ―1 7 ： 0 0 　 まと め・ 閉会

1
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田んぼ発の政策提言
誰が農業を支えるのか、 もう一度考えてみた。

田んぼ発の政策提言
誰が農業を支えるのか、 もう 一度考えてみた。

第１ 分科会

第１ 分科会

　 近年、 と く に地方においては、 産業や生業（ なり わい） と して農業の持続可能性に

ついて議論の深化と 政策転換の必要性が高まっています。

　 他方、 さまざまな場面で個別化・ 専門化が推し進められた現代において、 相手のあ

り のままの姿や存在価値を認め敬意を払い、「 多様性」 を見つめ直し相互理解を深めよ

う と いう 社会の動きもあり ます。 また、 地域で生きていく こと は、 一つの職業や場所

だけではない多様な「 働き方」 をすること につながっています。

　 本分科会では、 開催地である福井県内の取り 組み事例を通じて、 多様・ 多彩な働き

方、 いわば「 ダイバースジョ ブ」 の理解を深め、 グループワークを通じて政策提言を

めざします。

第１ 分科会の特徴

分科会登壇者（ 一部）

自分の地元では何ができるかを考える

きっかけをめざす分科会です。 飽きずに

参加できるコンパク ト な企画と エキシ

ビジョ ンにも 参加し やすい時間設定と

しています。（ 担当： 北海道・ 東北地連）

小葉松真里さ ん・ フ リ ーラ ンス農家

北海道帯広市出身。 新聞社、まちづく り 会社、地域おこ し 協力隊と し て働く なかで、

農業に対する価値観が大き く 変化し たこ と をき っかけに会社員を辞め、 農業の道

へ進む。 2019 年から は土地や拠点を持たない「 フリ ーラ ンス農家」 と し て、 日本

各地の農場を巡り ながら 活動。現場で感じ たリ アルをも と に、生産者と 消費者をつ

なぐ取り 組みや、 農業に関わる人を増やすための企画・ 発信を行っている。 2024

年に書籍『 フリ ーラ ンス農家と いう 働き方』 を出版。

齋藤峰雄さ ん・ 有限会社あわら 農楽フ ァ ーム　 執行役員

農業を通じ て障がいを持つ人たちに働く 場を提供すると と も に、 後継者不足と な

っている地域農業の担い手と し て地域に貢献するこ と を目的に設立さ れた福井県

あわら 市の農業法人で活動。「 農福連携×スマート 農業」 と「 農福連携×自然環境

に優し い農業」 など、 さ まざまな観点から 農業に取り 組んでいる。

タ イ ムスケジュ ール

〈 午前〉 9 :0 0 〜 1 1 :4 0

　 　 ●事例報告１「 フ リ ーラ ンス農家っ て楽し い（ 仮題）」　 小葉松真里さ ん（ フ リ ーラ ン ス農家）

　 　 ・ ワーク ショ ッ プ①

　 　 ●事例報告２ 「 農業の持続可能性を 広げる 農福連携（ 仮題）」

　 　 　 　 齋藤峰雄さ ん（ 有限会社あわら 農楽フ ァ ーム　 執行役員）

〈 午後〉 1 2 :4 0 〜 1 4 :3 0

　 　 ・ ワーク ショ ッ プ②／グループ発表・ 講評／先行事例報告

定員 8 0 人

（ 先着順）

定員 8 0 人

（ 先着順）

定員各 8 0 人

（ 先着順）

敦賀開催

現地集合・ 現地解散

定員 5 0 人（ 先着順）

【 会場】
ハピリ ンホール

２ 日目　 分科会プロ グラ ム

分科会一覧

日時◉ 2026 年 10 月３ 日（ 土） 9： 00 ～ 16： 00

　 　 　（ 分科会によって時間帯は異なり ます） 

会場◉ 福井駅周辺にて分散開催（ MA P： ⓴ページ参照） 

　 　 　 第６ 分科会のみ敦賀にて開催

　 　 　（ 会場は参加申し 込み締め切り 後にご案内いたし ます）

地
コ ン テ ン ツ

域資源の創
つ く

造り 方第２ 分科会

大規模災害と公務員第３ 分科会

分断の時代をどう 支えるか
自治体の現場から考える外国人住民との共生社会

第４ 分科会

人口減少社会における
公務職場のあり 方と働き方

第５ 分科会

「 平和」第６ 分科会

自治研るつぼを体感し 、 実践につなげる

―ふく い自治研トリビウム―
エキシビション

エクスカーション

開催県本部・ 特別分科会

こどもまんなか社会の実現に向けて
～行政と 市民がお互いリ スペクトし 合う 関係性をめざして～

福井
こども分科会

〈 勝山・ 大野コ ース〉

「 恐竜王国ふくいの秘密を探れ！」 恐竜博物館ツアー
〈 丹南コ ース〉

「 オーガニック都市・ 越前＆コウノトリ の里を訪ねて」

～あたりまえの日常は、

　 平和な社会で

　 あり 続けること から～
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大規模災害と公務員第３ 分科会

　 この分科会では、「 令和6 年能登半島地震」 の被災自治体に勤務する職員の具体的

な体験をお聞きしながら、 災害時における公務員の役割と 責任を再確認すると と もに、

職員の安全確保や健康管理のあり 方について議論します。 さらに、 平時からの備えや

人材育成、 受援体制の構築など、 持続可能な災害対応力の強化、 また職員の生活者と

しての課題（ 家事や子育て、 介護など） について、 多角的に検討します。

　 参加者同士の意見交換を通じて、 各自治体における課題を明確化し、 実践的な改善

策や組合と しての関わり 方を導き出すこと で、 今後の災害対応力の向上と 働きやすい

職場環境の実現をめざします。

第３ 分科会の特徴

分科会登壇者（ 一部）

被災体験をふまえ、公務員の役

割と 責任、生活課題を多角的に

検討し、災害対応力向上と 改善

策を考える分科会です。

（ 担当： 北信・ 東海地連）

道下康郎さ ん・ 能登町職員組合前執行委員長

1999 年能登町役場入庁（ 旧内浦町役場）。 自治大学校令和 3 年度第２ 部課

程第 194 期卒業。 現在は秘書室長と し て職員人事・ 秘書業務を統括。

福冨真子さ ん・ 高知県自治研究センタ ー理事／高知県後期高齢者広域連合事業課長

高知県出身。 1999 年、 高知市役所入庁。 庁内や自治労高知県本部女性部に

おいて、 被災後の課題や不安を気軽に話し 合う 活動を展開。 また、「 こ う ち

減災女子部」 と し て地域の防災士と と も に、 女性の強みを生かし た防災・

減災活動を実施し ている。

タ イ ムスケジュ ール

〈 午前〉 9 ： 0 0 〜 1 2 ： 0 0

　 　 ●講演「 被災時の体験から 」　 道下康郎さ ん（ 能登町職員組合前執行委員長）

　 　 ●パネルディ スカ ッ ショ ン （ １ 部）

　 　 　 　 パネラ ー◉ 道下康郎さ ん（ 能登町職員）、 藤田陽子さ ん（ 七尾市職員）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 氷見市職員（ 予定）、 糸崎弥央さ ん（ 自治労石川県本部書記長）

〈 午後〉 1 3 ： 0 0  〜 1 6 ： 0 0

　 　 ●ケーススタ ディ ー　 ファシリテータ ー◉ 福冨真子さ ん（ 高知市職員）

　 　 ●パネルディ スカ ッ ショ ン （ ２ 部）

　 　 　 会場から の意見・ 質問を 交えた全登壇者によ るまと め

地
コ ン テ ン ツ

域資源の創
つ く

造り 方第２ 分科会

　 これまでのコンテンツツーリ ズムは、 アニメ やド ラマの聖地巡礼やゆかり の地など、

ファンの間で自然発生的に生まれた地域資源を受動的に活用する形が常でした。 しか

し、 近年は行政側から能動的にコンテンツを地域資源化していこう と いう 動きがみら

れはじめています。 そう いった先進事例を基に、 どう すればコンテンツを地域資源と

して活かすこと ができるか、あるいは地域資源を生み出すこと ができるかについて、専

門的知見に基づき掘り 下げます。

　 ここには、 これからの「 地
コ ン テ ン ツ

域資源の創
つ く

造り 方」 の設計図があり ます。

分科会登壇者（ 一部）

岡本　健さ ん・ 近畿大学総合社会学部総合社会学科教授／

　 　 　 　 　 　 　 　 　   国際日本文化研究センタ ー客員教授

専門は観光社会学、 メ ディ ア・ コンテンツ研究。 VTuber「 ゾンビ先生」 と

し て配信活動を行っている。 著作に『 巡礼ビジネス』（ KADOKAWA）、『 ゾ

ンビ学』（ 人文書院）、『 VTuber 学』（ 岩波書店） などがある。

荻野健一さ ん・ デジタ ルハリウッド 大学大学院デジタ ルコンテンツ研究科名誉教授／

　 　 　 　 　 　 　 　 　    京都芸術大学芸術学部キャ ラ ク タ ーデザイ ン学科教授

専門はコンテンツプロ デュ ース 、 コミ ュ ニケーショ ンデザイ ン、 感性情報

学。文化知層探求者。全国各地の自治体や企業と 連携した聖地創生プロ ジェ

ク ト を手掛けている。

タ イ ムスケジュ ール

〈 午前〉 9 ： 0 0 〜 1 2 ： 0 0

　 　 ●講演「 コ ン テ ン ツ ツ ーリ ズムが創
つ く

造る も の　 ―「 好き 」 が駆動する ク リ エ イ テ ィ ブ な観

光のあり 方（ 仮）」　 岡本健さ ん（ 近畿大学総合社会学部総合社会学科准教授）

　 　 ●講演「「 地域の新・ 古典」 を 創る―地域資源の隠れたポテンシャ ル（ 仮）」

　 　 　 荻野健一さ ん（ デジタ ルハリ ウッ ド 大学大学院デジタ ルコ ンテンツ 研究科名誉教授）

〈 午後〉 1 3 :0 0 〜 1 6 :0 0

　 　 ・ 各自治体から の報告　 前橋市「 前橋ウィ ッ チーズ」／福井市「 千歳く んはラ ムネ瓶のなか」

　 　 ・ パネルディ スカ ッ ショ ン

第２ 分科会の特徴

この分科会では、先進事例×最先端の

知見で、あなたの地
コ ン テ ン ツ

域資源の概念を塗

り 替えます。 　（ 担当： 関東甲地連）



2 0 2 6 ふく い自治研●開催要項 2 0 2 6 ふく い自治研●開催要項 第５ 分科会 7第４ 分科会6

人口減少社会における
公務職場のあり 方と働き方

第５ 分科会

　 人口減少社会における行政課題、 住民と の協働、 公務職場のあり 方（ 縦割り 行

政等の業務改革、 AI・ DX、 兼業・ 副業など）、 人材確保・ 早期退職防止（ 仕事のや

り がい、 自治体の魅力や地元愛の醸成） について、 講演・ 事例報告・ ワーク ショ

ッ プを通じて考察を深めます。 自治体職員を取り 巻く 現状と 考え方を共有し 、 こ

れから の働き方について考えます。

　 参加者の皆さ んには、 今後の職場のあり 方を再考し、「 やら さ れ」 の仕事から

「 自分事」にする働き方に変化さ せるための視点や考え方などを持ち帰っていただ

きます。

分科会登壇者（ 一部）

嶋田暁文さ ん・ 九州大学大学院法学研究院教授

1973 年島根県安来市生まれ。 博士（ 政治学）。 地方自治総合研究所非常任

研究員などを経て現職。 専門は、 行政学、 地方自治論、 公共政策論。 自治

労の各種集会等で講演し ている。

丹羽野真也さ ん・（ 株） Be One 代表取締役

1986 年島根県松江市生まれ。 松江市役所に入所後、 松江市職員ユニオンの

書記長を務める。 2024 年 3 月末に退職し（ 株） Be Oneを設立。 自治体や労

働組合向けにゲーム型研修やワーク ショ ッ プなどの研修を実施し ている。

タ イ ムスケジュ ール

〈 午前〉 9 :0 0 〜 1 2 :0 0

　 　 ●講演「 人口減少社会の中での公務職場及び職員のあり 方を 考える （ 仮題）」

　 　 　 　 登壇者： 嶋田暁文さ ん（ 九州大学大学院法学研究院教授）
　 　 ●レポート 報告　 ＊提出さ れたレポート から ２ 〜３ 本の報告を受ける

〈 午後〉 1 3 :0 0 〜 1 6 :0 0

　 　 ●ワーク ショ ッ プ◉ 「 自治体職員のジョ ブク ラ フ ティ ン グ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～仕事の捉え直し から 始める 働き 方改革」（ 仮題）

　 　 　 　 フ ァ シリ テータ ー◉ 丹羽野真也さ ん（（ 株） Be  On e 代表取締役）

講演によるインプッ ト をもと に、 ワークショ ッ

プで一人ひと り が自分の頭で考えたこと をアウ

ト プッ ト しながら、 これからを探る分科会です。

「 働き方を見直したい方」「 新たな見方や考え方

を養いたい方」 の積極的な参加を期待していま

す。 　 　 　 　 　 　 　 　（ 担当： 中国・ 四国地連）

第５ 分科会の特徴

分断の時代をどう 支えるか
自治体の現場から考える外国人住民との共生社会

第４ 分科会

　 日本で暮ら す外国人が増えている今、 行政がどのよう に関わっていく べきかが

大きな課題と なっています。 共生に向け住民と 行政が協働して取り 組む地域があ

る反面、 外国人への偏見に基づく 差別や、 SNS を通じたヘイト スピーチと いった

人権侵害も 深刻化しています。

　 こ の分科会では、「 人権と 多様性」 を軸に、 偏見と 差別の背景をひも 解き、自ら

の意識に向き合いながら 、 自治体職員・ 組合員と して差別を助長さ せないための

あり 方を議論します。 あわせて、 先行事例や当事者の視点から 学び、 今後の地域

社会のあり 方を模索し ます。

第４ 分科会の特徴

分科会登壇者（ 一部）

「 わたし」 を出発点にして、職場や地域に

おける外国人と の関わり 方を考える機

会と なるよう な分科会です。

（ 担当： 近畿地連）

金子匡良さ ん・ 法政大学法学部教授

1969 年生まれ。 東京都出身。 法政大学社会科学研究科法律学専攻博士後期

課程修了。 博士（ 法学）。 神奈川大学法学部准教授、 同教授等を経て、 2018

年よ り 現職。 専門は憲法、 人権法、 人権政策。

川口サマンサさ ん・ 合同会社 ka-s a（ カ サ）代表／元鯖江市地域おこ し 協力隊

カナダ出身。 2011 年に来日後、国連の友 Asia-Pacif ic での活動や鯖江市地域

おこ し 協力隊を経て、 2024 年に合同会社 ka-sa を設立。 外国人視点を活か

し 、 デザイ ン・ 企画・ 多言語対応などを通じ て観光 PR や地域の魅力発信

に取り 組んでいる。

タ イ ムスケジュ ール

〈 午前〉 9 ： 3 0 〜 1 1 ： 4 0

　 　 ●講演「 差別や排外主義が生ま れる 背景　 ～外国人住民への差別を 助長さ せない地域社会

を つく るには」　 金子匡良さ ん（ 法政大学法学部教授）

〈 午後〉 1 2 ： 4 0 〜 1 5 ： 5 0

　 　 ●講演「 カ ナダから 鯖江市へ移住し て感じ てき たこ と 」

　 　 　 　 川口サマンサさ ん（ 合同会社 ka -s a （ カ サ） 代表／元鯖江市地域おこ し 協力隊）

　 　 ・ 講師などによる 「 人権が守ら れ多様性のある地域社会づく り 」 にむけたト ーク セッ ショ ン

　 　 ・ 全国の取り 組み事例報告

※プロ グラ ムの内容は前後する こ と があり ます。
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自治研るつぼを体感し 、 実践につなげる

―ふく い自治研ト リビウム―
【 会場】 ハピリ ンホール

　 出会いと 交流の場所である自治研「 ト リ ビウム（ 三叉路）」 をお祭り 状態で体感

できるプログラ ムです。 ジャンルを限定するこ と なく 、 自ら 活動したい人・ 活動

者を支えたい人、 と り あえず体験し てみたい人、 いろいろな方がつぎの行動のき

っかけになる「 何か」 を発見できる企画です。

　 刺激が詰まったステージプログラ ムのほか、 各地の自治研活動に触れら れるポ

スターセッ ショ ンも 実施。 聞く だけでなく 、 報告者と し てアウト プッ ト するこ と

も できます。

　 さ ら には、参加者の「 ニーズ（ 求めてい

るこ と ）」 と 「 シーズ（ 提供できるこ と ）」

をマッ チングさ せる「 自治研ギルド 」 も 設

置。自治研集会の開催方法の新たなモデル

と して、また、全国集会後の人と 活動を繋

げていく こ と に取り 組みます。

【 企画内容】

○会場内　 常設コ ーナー

自治研ギルド ／ポスタ ーセッ ショ ン

○ステージ企画

　「 公務員を応援するってどう いう こ と ？」

　 　 加藤年紀（ 株式会社ホルグ代表取締役）

　「 自治研×ゲーミ フ ィ ケーショ ン紹介」 株式会社 BeOne

　「 自治研センタ ーの活動紹介」

　「 魁！飛田塾　 財政分析は怖く ない。 一緒にやってみよう ！」

　 　（ 公財） 地方自治総合研究所

【 申し 込み方法】

エキシビショ ンは分科会と 並行し て開催します。 参加を希望さ れる方は分科会の

選択時にエキシビショ ンを選択し てく ださ い。 受付後は入退場自由。 分科会の昼

休みや終了後に立ち寄るこ と も できます。

エキシビション

企画・ 運営チームより

参加者交流をはじめ、 展示・ 出展、 ステージ出演など多数用意しています。

ハピリ ンテラスの組合フェスと 合わせ、自治研ト リ ビウムを楽しみましょ う 。

（ 担当： エキシビショ ンチーム（ 自治研中央推進委員））

会場イメ ージ

「 平和」～あたりまえの日常は、平和な社会であり 続けることから～
第６ 分科会

　 80 年以上、守り 続けてきた日本の平和。 日本は過去の戦争で、日常生活の尊さを学

んできた。 だからこそ「 反戦平和」 の取り 組みを大切に守り 続けてきた。

　 敦賀の地には、 1920 年代にポーランド 孤児、 1940 年代には「 命のビザ」 を携えた

ユダヤ難民が上陸し、 地域の人びと が分け隔てなく 手を差し伸べた歴史がある。 敦賀

の人びと の様子を後世に伝えている「 人道の港・ 敦賀ムゼウム資料館」 で、「 平和と

は？」「 人道と は？」 を共に考え、 語り 合う 機会と したい。

　 国際情勢は、 厳しさを増し、 日々尊い命が失われている。 こう した現実に向き合う

と き、 日本は「 戦前」 に戻ること は絶対に許されない。 私たち自治労は、 これからも

「 反戦平和」 の取り 組みの先頭に立ち、平和のバト ンを次世代へ引き継いでいく こと を

希求したい。

分科会登壇者（ 一部）

河上暁弘さ ん・ 広島市立大学広島平和研究所教授／

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 広島市立大学大学院平和学研究科平和学専攻

富山県富山市出身。 中央大学法学部政治学科卒業、 専修大学大学院法学研

究科博士後期課程修了。 博士（ 法学）。 2023 年 4 月よ り 現職。 専攻は憲法

学。 主著と し て『 平和と 市民自治の憲法理論』 ( 敬文堂、 2012 年 ) 等。

タ イ ムスケジュ ール

9 ： 1 5 　 敦賀駅集合

9 ： 2 0 　 貸切バスにて「 敦賀ムゼウム」 へ移動

〈 午前〉 9 ： 3 0 〜 1 2 ： 0 0

　 　 ・ 人道の港「 敦賀ムゼウム」 資料館見学

　 　 ・ 報告「 平和を 追い求めていく こ と 」 高校生 1 万人署名活動家

　 　 ・ 報告「 敦賀市職の取り 組み」 敦賀市職

〈 午後〉 1 3 ： 0 0 〜 1 6 ： 0 0

　 　 ●講演「 地方自治にと っ ての平和の必要性・ 重要性（ 仮題）」

　 　 　 　 河上暁弘さ ん（ 広島市立大学広島平和研究所教授）

　 　 ●パネルディ スカ ッ ショ ン 「 平和を つむぐ 」

　 　 　 　 コ ーディ ネータ ー◉ 自治労本部　 山﨑幸治　 副中央執行委員長

　 　 　 　 パネラ ー◉ 高校生 1 万人署名活動家、 敦賀市職、 他

会　 場◉ 敦賀市内（ 敦賀駅から 貸切バスにて移動）人道の港「 敦賀ムゼウム」他

参加費◉ 3,500 円（ 貸切バス、 入館料代、 昼食代込み）

現地集合、 現地解散、　 定員 5 0 人（ 先着順）

第６ 分科会の特徴

ポーランド 孤児・ ユダヤ難民が上陸した唯

一の港・ 敦賀で、「 人びと のく らしは平和な

日常であること ！」「 平和な社会であり 続け

るために……」 など、 自分事と して一緒に

考えてみませんか？　 　（ 担当： 九州地連）
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開催県本部・ 特別分科会

こどもまんなか社会の実現に向けて
～行政と市民がお互いリ スペクトし合う 関係性をめざして～

福井
こども
分科会

エクス　 　
カーショ ン

　 自治労福井県本部では、 近年、 県本部社会福祉評議会メ ンバーや担当役員を中

心に、「 こ ども フェス」「 親と 子のリ レーショ ンシッ プほく り く 」 など、 地域のこ

ども や子育てに関わる市民ネッ ト ワーク へ参画し 、 その自律的な取り 組みへの支

援・ 協力を継続し てきました。

　「 こ ども 基本法」 の施行以来、県内の複数の自治体で「 子ども の権利等の条例」

が制定（ 改正） さ れ、 各地で子ども の権利を考える機運が高まっている中、 こ ど

も を中心に据えた地域づく り のあり 方や、 行政と 市民がリ スペク ト し 合いながら

協働する関係性等について議論したいと 考えています。 その際に私たちがめざす

のは、 まさ に企画・ 運営・ 参加・ 評価の各段階を含めて、 市民の方半分・ 自治体

職員半分で実現すると いう まさ に「 自治研」 の理想形・ 未来形です。

　 長年、積み重ねてきた「 市民自治研」 の現場の雰囲気を、全国からの参加者と共

有し、 地域発・ 自治体発の「 こどもまんなか社会」 づくりを全国に広げていきましょう 。

　 ふく い自治研２ 日目は、 エク スカーショ ンを２ コース用意しています。

　 福井県内における少子高齢化、 人口減少時代における持続可能な地域活性化の

特徴的な取り 組みを現地に実際足を運んで自分の目で確かめていただく こ と で全

国の皆様に広く 発信していきたいと 思っています。

　 一つは、 県立恐竜博物館と 大野シルバー人材セ

ンタ ーの取り 組みを見ていただく 「 勝山・ 大野コ

ース」 です。 県立恐竜博物館は、 言わずと 知れた

国内有数の展示規模を誇る 世界３ 大恐竜博物館の

一つであり 、 昨年７ 月にリ ニューアルして体験型と しても 充実し た施設です。 恐

竜博物館を核と した地域経営戦略を発信していきたいと 思います。 大野シルバー

人材センターは 6 年連続独自事業収入総額が全国１ 位を続けています。 高齢者が

地域資源を活かし 、 自主的に地域活性化の担い手と し て取り 組んでいる活動を紹

介する中で地域の強みや特色について発信し ていきたいと 思います。

　 も う 一つは、 コウノ ト リ の生息地である越前

市白山地区における有機農業の取り 組みを見て

いただく 「 丹南コ ース」 です。 越前市白山地区

は、 豊富な水に恵まれ、 全国的にも 希少な生物

多様性の自然環境に富んでおり 、「 里地里山保全

再生モデル」 地区に指定さ れています。 そして自然豊かな土地や気候を生かし て

農薬と 化学肥料を用いない有機農業を営み、 コメ や野菜や果物の栽培を行ってい

ます。「 しら やま西瓜」などが有名です。 地域住民の

献身的な取り 組みにより コ ウノ ト リ が生息し ている

秘密や有機農業を核と した地域コミ ュニティ 活動の

特徴を学んでいただきたいと 思っています。

　 皆様方のお越しをお待ちしており ます。

分科会助言者

喜多明人さ ん・ 早稲田大学名誉教授

子ども の権利・ 教育法を専門と し、 子ども の権利条約や条例づく り に関す

る研究・ 実践の第一人者。 自治体の条例制定支援や市民活動にも 幅広く 関

わり 、 全国で講演・ 執筆活動を行っている。

タ イ ムスケジュ ール

〈 午前〉 9 :0 0 〜 1 2 :0 0

基調講演◉ 「 子ども の権利を 起点と し たまち づく り の展望

　 　 　 　 　 　 〜子ども の声を こ ども 政策にどう 反映さ せていく べき か〜」

講師◉ 喜多明人さ ん（ 早稲田大学名誉教授）

行政・ 団体活動報告

パネルディ スカ ッ ショ ン◉ 「 市民・ 行政のぶっ ちゃ けト ーク 」

〈 午前〉 1 3 :0 0 〜 1 6 :0 0

テーマ別分散会①「 こ ども 条例・ 権利関係」

　 　 　 　 　 　 　 ②「 行政・ 市民協働の学び＆交流の場（ り レ ほく ＆こ ども フ ェ ス）」

　 　 　 　 　 　 　 ③こども を育む人を育む〜支援者支援・ 協同労働・ 地域コンソ ーシアムの実践〜

分散会報告＆ク ロ ージング
1 0 月３ 日（ 土） エク スカ ーショ ン行程表（ 予定）

〈 勝山・ 大野コ ース〉

「 恐竜王国ふく いの秘密を 探れ！」

恐竜博物館ツ アー

〈 丹南コ ース〉

「 オーガニ ッ ク 都市・ 越前＆コ ウノ ト リ の里を

訪ねて」

8 :3 0 （ 予定） JR 福井駅東口出発（ 貸切バス）

〈 午前〉 県立恐竜博物館内ツ アーほか

〈 午後〉 昼食

　 大野市シルバー人材センタ ー取り 組み報告

　 大野市内散策
1 5 :0 0 （ 予定） JR 福井駅東口到着、 解散

8 :4 5 （ 予定） JR 福井駅東口出発（ 貸切バス）

〈 午前〉 越前市白山地区内の各所を 見学

〈 午後〉 コ ウノ ト リ Ｐ Ｒ 館、 白山公民館

　 昼食

　 越前市の有機農業・ エコ 観光施策について学習
1 5 :0 0 （ 予定） JR 福井駅東口到着、 解散

越前市薪わり 体験越前市薪わり 体験

越前市コ ウノ ト リ

勝山恐竜博物館

定員　 各 8 0 人
　 　 　（ 先着順）
参加費 4 ,5 0 0 円

（ 各コ ース共通）

〈 勝山・ 大野コ ース〉

「 恐竜王国ふくいの秘密を探れ！」
〈 丹南コ ース〉

「 オーガニック都市・越前＆コウノトリ の里を訪ねて」
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市民と職員が「 一致団結」で歩む未来へ
福井市・ 組合フェスティバルの軌跡と展望

　 　 はじ めに

　 福井市職員労働組合（ 以下、 市職労） が主催する 「 組合フェスティ バル」 は、

2017 年の結成 70 周年記念行事を前身と し、 今や福井市の秋を彩る恒例行事と し

て定着し ています。 日頃の市民の皆さ んの理解に感謝を伝え、 行政職員が職場の

外で市民と 直接触れ合う 場を作り たい。 そんな原点を大切にし ながら 、 私たちは

一歩ずつ歩みを進めてきました。

　 　 逆境の中の「 一致団結」 ――2018 年の記憶

　 本イ ベント が本格始動し た 2018 年は、 福井市にと って激動の年でし た。 2 月、

37 年ぶり の記録的な豪雪が街を襲い、 その除雪費用によ る財政危機から 、 全国的

にも 異例の「 職員給与削減」 と いう 厳しい局面に直面し たのです。

　 職場に閉塞感が漂う 中、 当時の執行部や組合員たちが立ち上がった背景には、

「 こ の暗い空気を打破し、直後に控えた福井国体を成功さ せたい」 と いう 、自治体

職員と し ての強い自負があり ました。

　 9 月に開催さ れたフェスティ バルでは、 豪雪対応で共に汗を流し た市民の方か

ら 「 職員はあんなに頑張ったんだから 、 給料を下げるのは間違っているよ」 と 温

かい励まし をいただく 場面も あり まし た。 こ の経験は、 単なる労使交渉の枠を超

えた「 市民と の信頼関係」 こ そが、 私たち職員にと って最大の支えであるこ と を

と なり 、「 今年は何ができるだろう か」 と 知恵を絞り ながら 、手作り でイベント を

練り 上げています。

　 コロ ナ禍と いう 困難な時期にも 、「 今、自分たちにできるこ と で、 少し でも 街に

元気を届けたい」 と いう 一心で議論を重ねました。 駅前商店街の皆さ んを応援す

るスタ ンプラ リ ーや、 広い空間を活かした中央公園での開催など、 その時々の状

況に合わせて、「 地域に寄り 添う 形」 を仲間と 協力し て作り 続けてきまし た。

　 こ う した想いは、 年を追う ごと に具体的な形と なっています。 パト カーなどの

「 働く 車コーナー」 や移動図書館、地元のパフォーマーによ るステージ、そし て夜

空を彩る花火。 こ れら はすべて、 組合員が自身の業務経験や自由なアイデアを出

し合い、「 市民の皆さ んに笑顔を届けたい」 と 話し合いを重ねて実現さ せてきたも

のです。 こ う し た泥臭い準備のプロ セスそのも のが、 組合員同士の絆を深め、 福

井市職労ら し い自治研活動の形と なっています。

　 　 おわり に

　 本イ ベント の本質は、 準備や運営を通じて、 私たち職員が地域課題を自分事と

して捉える「 当事者意識」 を育むこ と にあり ます。 職場の外で市民と 同じ目線に

立って対話するこ と は、 巡り 巡って質の高い行政サービスと し て還元さ れていく

はずです。「 なんだか福井市って良く なったね」。 そう 感じ ていただける街づく り

をめざして、 私たちはこ れから も 「 一致団結」 の精神で、 地域と 共に歩み続けて

いきます。

再確認さ せてく れる大切な機会と なり まし た。

　 　 試行錯誤でつなぐ 、 手作り の自治研活動

　 2018 年以降、こ のイベント は試行錯誤を繰り 返

しながら 、 組織的な「 自治研活動」 へと 進化して

きました。 現在は執行部や有志のメ ンバーが中心

「 ふく い自治研」 では、 10 月２ 日（ 全体会終了後～夜） および３ 日（ 分科会・

エキシビショ ンと 併催・ 終日） に、 スペシャルな「 組合フェ ス」 を、 福井駅前

のテラ ス（ 屋根付き） で開催し ます。  「 ふく いの食」 をテーマに、「 秋吉（ 焼

き鳥）」、 越前おろし そば、 厚あげなど、 地元の名物を取り そろえてお待ちし て

います。 各県本部・ 各単組の団結会用と し て、 席の事前予約も受け付ける予定

です。 また、 豪華特典が当たる抽選券付きの前売り チケッ ト を販売いたし ます。

本企画は能登の復興支援にもつながる取り 組みと し て実施いたし ますので、 ぜ

ひ多く の皆様のご来場を心より お待ちし ており ます。
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ふく い自治研、 フード ロス対策チーム

「 お弁当のロスゼロ」 2nd シーズン、 始動！

　 島根から 福井へ

　 2024 年、島根で開催さ れた「 第 40 回 地方自治研究全国集会（ しまね自治研）」

において、「 自治研フード ロス対策チーム」 が中心と なり 、初めて自治研集会でお

弁当のロ スゼロをめざす取り 組みが行われました。 集会当日は参加者全員の協力

のも と 、見事フード ロスゼロを達成するこ と ができました。 この取り 組みは、連合

・ 教育文化協会共催、 第22 回「 私の提言」 において、「 Ｉ Ｌ Ｅ Ｃ 30 周年記念・ 組合特

別賞」 を受賞しました
＊

。

　 あれから 2 年。 今年 10 月に開催さ れる「 ふく い自治研」 に向け、 フード ロ ス

対策チーム 2nd シーズンが始動しまし た。 今回は、 しまね自治研での経験を継承

しつつ、 新たなメ ンバーを迎えて体制をさ ら に強化。 再び「 お弁当のロスゼロ」

と いう 高い壁に挑みます。

　 今回のテーマは「 食べ残しは命の無駄遣い」。 こ のスロ ーガンのも と 、ふく い自

治研に参加するすべての仲間と と も に、 フード ロス削減への機運を高めていきま

す。 さ ら に、「 も ったいナイト く ん」 と いう イメ ージキャ ラ ク タ ーも 活用し、取り

組みを広く 発信し ていきます。

　 2,000 人の「 お弁当問題」 に挑む

　 ふく い自治研においても 、 全国から 約 2,000 人規模の参加が見込まれています。

こ れほどの大規模集会において避けて通れないのが、 直前キャンセルなどに伴う

お弁当の余剰問題です。

　 仕事の急用や家庭の事情、 交通機関のト ラ ブルなどによ り 、 直前で参加できな

く なるケースは避けら れません。 し かし、「 仕方ない」 で済ませてしまえば、食べ

ら れるはずだったお弁当が廃棄さ れてしまう 現実を変えるこ と はでき ません。

　 そこ で今回も 、 余ったお弁当を食べてく れるボラ ンティ アの募集を検討してい

ます。廃棄さ れるはずだったお弁当を、必要と する人に美味しく 食べても ら う 。こ

の「 レスキュー」 の輪を広げるこ と で、物理的なロスの削減だけでなく 、「 余った

お弁当はみんなで美味し く 食べる」 と いう 意識づく り にも つなげていきます。 現

在、 具体的な運用方法について検討を進めていると こ ろです。

　 現場で実践する

　 私たち自治労の現場では、 こ れまでも 食品ロスの問題に真摯に取り 組んできま

した。 こ の間、 自治研に寄せら れたレポート の中にも 、 処分せざるを得ない食品

や家庭に眠っている食品を集めるフード バンク の活動、 子ども 食堂と の連携など、

各地での地道な取り 組みが蓄積さ れています。 また、学校給食の現場では、「 残食

（ 食べ残し ）」 の課題に向き合った活動や、 突然の学級閉鎖などによ って生じた給

食食材を有効活用し た事例も あり ます。

　 ふく い自治研での「 お弁当のロ スゼロ」 の取り 組みは、 こ れら の運動を一歩先

へ進める“ 実践共有の場” です。 余ったお弁当の廃棄に悩む集会主催者は、 全国

に数多く 存在します。 まずは自治研と いう 象徴的な場において、「 仕組み」 で解決

できるこ と を示していきます。

　「 ふく い自治研」 に参加さ れる皆さ まには、お弁当のロ スを発生さ せない意識を

持ってご注文いただく よう 、 ご協力をお願いします。

　 自治労の枠を超え、 全国へ

　 私たちフード ロス対策チームの最終目標は、「 フード ロ スを生み出さ ない」 と い

う 価値観を、 自治研の枠を超えて広げていく こ と です。

　 規模の大小を問わず、 全国で開催さ れるあら ゆる会議や集会において、 お弁当

のロス対策が当たり 前と なる社会をめざします。

　 福井の地で、 再び「 お弁当のロ スゼロ 」 を達成する喜びを、 皆さ んと 分かち合

えるこ と を楽しみにしています。 参加者の皆さ まと と も に、 どのよう な未来が実

現できるのか、 今から 楽し みにし ています。

＊「 私の提言」 において ILEC30 周年記念・ 組合特別賞を受賞し た「『 食べ

残し のない集会』 への挑戦－し まね自治研における フード ロ ス対策の実践

と 意義－」 全文はこ ちら から ご覧いただけます。

「 も っ たいナイ ト く ん」

世の中から フ ード ロ ス を なく すために立

ち 上がっ た 騎士。 食べ物の廃棄を みか

ける と 「 いたまし …」 と 嘆き ながら 、 フ

ード ロ スが生まれない仕組みを 考え抜く 。

秋田県出身。 好き な食べ物はラ ーメ ン。

弁当頼むんだば、

ちゃんと食ってけれな！
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　 地方自治研究全国集会（ 自治研集会） では、 自治体行政や地域政策に関する実

践活動のレポート や研究論文を広く 募集し 、 議論を深めるための資料と し て活用

してきまし た。

　 2000 年に開催さ れた山形自治研以降、自治研ホームページで公開さ れている作

品は2700本に上り ます。職場や地域から 発せら れた問題提起や改善に向けた取り

組みは、 実践知・ 現場知と してだけでなく 、 公共サービスの現場の変遷を読み取

るこ と ができる貴重な資料と なっています。

　 ふく い自治研においても 、レポート・ 論文を募集し、「 第 18 回地方自治研究賞」

の選考対象と します。 今回から 、 既存の自治研活動部門、 自治研究論文部門に加

え、 新たに「 自治研デビュー部門」 を新設しまし た。 自治研への入口をさ ら に広

げていきますので、 積極的なご応募をお待ちしています。

　 過去の地方自治研究賞・ 受賞作品はこ ちら でご覧いただけます。

　 https://www.jichiro.gr.jp/jichiken_ kako/report/jichikensyo/index.htm

　 地方自治研究賞の成り 立ち

　 故栗山益夫元自治労委員長のご遺族から の寄付金を契機と し て、 自治労本

部なら びに関係団体から の寄付金を加え基金を創設するこ と が、1989 年に開

催さ れた函館自治研で発表さ れまし た。 こ の決定を受け、1991 年の三重自治

研において第１ 回地方自治研究賞がはじまり 、 今日の自治研集会まで表彰が

続いています。

　 2024 年には、 さ ら なる自治研活動の発展を期し て元・ 自治研助言者から 寄

付金を賜り ました。 こ れを受け、 ふく い自治研を契機に「 デビュー部門」 を

新設するこ と を自治研中央推進委員会にて決定しました。

１ ． 選考と 入賞者発表

　 自治研活動部門、 自治研究論文部門は、 自治研中央推進委員長ほか、 有識者で

構成する「 第 18 回地方自治研究賞選考委員会」 にて選考し ます。

　 デビュー部門は自治研中央推進委員が選考にあたり ます。 入賞者の発表は９ 月

を予定しています。

　 ＜募集にあたってのポイント ＞

　 ・ 各部門の優秀賞はふく い自治研・ 全体会にて表彰し発表

　 ・ 応募作品は自治研ホームページに掲載

　 ・ 発表を希望する方はポスタ ーセッ ショ ン（ 集会２ 日目） に参加が可能

　 ・ はじめてレポート を応募する方は「 自治研デビュー部門」 で集会参加を助成

２ ． 表彰

①自治研活動部門

優秀賞　 　 １ 　 　 　 副賞 20 万円

奨励賞　 　 若干　 　 副賞 5 万円

②自治研究論文部門

優秀賞　 　 １ 　 　 　 副賞 10 万円

奨励賞　 　 若干　 　 副賞 5 万円

③【 新設】 自治研デビュー部門

ネク スト フ ューチャー賞　 若干　 副賞 3 万円　

ホープフル賞　 各県１ 　 副賞 3 万円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 但し、 自治研全国集会への参加助成と し て）

３ ． テーマ・ 応募資格

（ １ ） テーマについて

　 自治体行政への政策提言または実践経験、 市民参画によ る政策実現や公共サー

ビス事業運営の試み、 コミ ュニティ づく り の実践や市民ワーク ショ ッ プなど 、 自

治に関わるさ まざまなテーマのレポート ・ 論文を募集します。

（ ２ ） 応募資格

　 どなたでも 応募いただけます。 共同での執筆によ るご応募も 歓迎します。

レポート・ 論文を書いてふくい自治研に行こう ！
「 第 1 8 回地方自治研究賞」 募集要項

「 第 1 8 回 地方自治研究賞」 募集要項

第 1 7 回地方自治研究賞・ 授賞式の模様

https://www.jichiro.gr.jp/jichiken_kako/report/jichikensyo/index.htm
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４ ． 形式

（ １ ） レポート 【 選考対象： 自治研活動部門・ 自治研デビュー部門】

・ パワーポイント 等を使用したスラ イ ド 形式での応募も 可

・ 字数はテキスト 形式 6,000 字程度、 スラ イド 形式は 20 枚以内

（ ２ ） 論文【 選考対象： 自治研論文部門】

・ 字数は、 8,000 字程度と し、 資料含めて上限は 1 万字以内

 

５ ． 応募方法と 締め切り

　 応募締め切り ： 2026 年７ 月３ 日（ 金）

　 提出方法： データでのご送付に限り ます

　 　 　 ①自治労県本部から ご提出いただく 場合

　 　 　 　 ご所属の県本部にお問い合わせく ださ い

　 　 　 ②県本部以外から ご提出いただく 場合

　 　 　 　 メ ールにてご送付く ださ い

　 自治労本部・ 総合政治政策局　 自治研事務局

　 メ ールアド レス： jichiken-report@jichiro.gr.jp

６ ． 参考資料

①募集要項

　 ご応募の際は、 既定の「 レポート ・ 論文等報告用紙」 を使用し てく ださ い。 自

治研ホームページから ダウンロ ード 可能です。

https://www.jichiro.gr.jp/jichiken/topics/2026/02/20260220_ bosyuu.html

②第 18 回自治研賞についての FAQ

https://chatgpt.com/g/g-6983377564748191a611c0451df8cd59-

hukuizi-zhi-yan-zi-zhi-yan-shang-faq-bban

③過去のレポート ・ 論文の横断検索（ 2000 年～ 2024 年までの

約 2700 本を収録）

https://chatgpt.com/g/g-6944da21fefc8191b7123229a7ba31a9-zi-zhi-

yan-rehotolun-wen-jian-suo-gpt

　 本ツール（ FAQ,横断検索） は情報整理の補助を目的と し た生成 AI であり 、回答には不正確

な情報（ ハルシネーショ ン） が含まれる可能性があり ます。 最終的な確認は、 必ず原典にてご

確認く ださ い。

◎参加方法

　 自治労組合員の方は所属する組合を通じてお申し 込みく ださ い。

　 一般の方は、 自治研ホームページより お申し込みく ださ い。

　 https://www.jichiro.gr.jp/jichiken/

　 申込開始は６ 月下旬を予定しており ます。

◎参加費

　 集会参加費は、 10,000 円（ 会場費、 資料代） です。

　 また、 下記の分科会に参加さ れる方は、 別途参加費（ 貸切バス・ 入館料・ 昼食

代） がかかり ます。

【 第６ 分科会「 平和」 ～あたりまえの日常は、平和な社会であり続けることから】

　 開催地： 敦賀市（ 現地集合・ 現地解散）

　 参加費： 3,500 円　 　 　 分科会の詳細については❽ページをご覧く ださ い。

　【 エク スカーショ ン】

　 　 参加費： 4,500 円（ コ ース共通）　 詳細については⓫ページをご覧く ださ い。

◎昼食代　 集会中（ １ 日目・ ２ 日目） はお弁当をご用意いたします。 ご希望さ れ

る場合は別途弁当代（ 1.200 円・ 税込） を頂戴いたします。

◎宿泊　 宿泊の斡旋は自治労旅行センターでも 承り ます。

〈 お問い合わせ先〉

第 41 回地方自治研究全国集会・ ふく い自治研実行委員会（ 自治労福井県本部）

　 TEL： 0 7 7 6 -5 7 -5 8 0 0

自治労本部・ 総合政治政策局（ 自治研担当）

　 TEL： 0 3 -3 2 6 3 -0 2 7 4 　

申し込み方法

開催にあたって

◎フード ロスのない集会運営にご協力く ださ い　

　 ふく い自治研では、 フード ロ スを生み出さ ない集会運営に取り 組みます。 集会の参加に

あたっては「 お弁当を注文し たら 食べる」 の意識の共有をお願いし ます。「 自治研フード ロ

ス対策チーム」 の取り 組みは⓮ページをご参照く ださ い。

◎ふく い自治研はお子様と 一緒に参加いただけます

　 ふく い自治研は全日程を通し て、 お子様連れでご参加いただけます。 集会開催期間中は

託児施設にてお子様をお預かり するこ と が可能ですので、 ご希望の方はお申し 込み時にお

子様の情報をご登録く ださ い。

◎ペーパーレス化を推進し ます

　 環境負荷の低減をはかるため、 ふく い自治研では集会資料のペーパーレス化を追求し ま

す。 集会資料はデータ での共有を基本と し ますので、 皆様のご理解ご協力をお願いし ます。

mailto:jichiken-report@jichiro.gr.jp
https://www.jichiro.gr.jp/jichiken/topics/2026/02/20260220_bosyuu.html
https://chatgpt.com/g/g-6983377564748191a611c0451df8cd59-
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ピ
ラ
イ
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ふ
く
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え
ち
ぜ

ん
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道
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山
永

平
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線

福
井

バ
イ

パ
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北
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新
幹
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北
陸
新
幹
線

お
泉
水
通
り

お
泉
水
通
り

足
羽
川

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り

福
井
鉄
道
福
武
線

福井駅

福井県庁

フェニックスプラザ
（ メイン会場）

( 分科会会場 )

福井県国際交流会館
（ 分科会会場）

福井県県民ホール
地域交流プラザ

（ 分科会会場）

福井繊協ビル
（ 分科会会場）

ハピリンホール・ ハピテラス
（ エキシビジョン、 組合フェス会場）

福井県教育センター
（ 分科会会場）

〈 アクセス〉

・ 徒歩

　 　 福井駅→メ イン会場　 約25 分

・ えちぜん鉄道／福井鉄道

　 　 福井駅⇔田原町駅　 約 10 分

・ バス　 約７ 分
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６
月
号
の
お
知
ら
せ 

２
０
２
６
年
６
月
５
日
発
行
予
定

　
編
集
部
か
ら

◉
記
念
す
べ
き
八
〇
〇
号
を
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
号
は
「
ふ
く
い

自
治
研
」
開
催
要
項
を
盛
り
込
ん
だ
特
別
編
集
号
と

し
て
、
全
国
の
仲
間
が
福
井
で
出
会
い
、
実
践
を
共

有
す
る
場
へ
の
準
備
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
〇
〇
号
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
実
施

中
で
す
。
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
八
〇
〇
号
は
、
読
者
の
皆
さ
ま
と
編
集
部
が
と
も

に
築
き
上
げ
て
き
た
歩
み
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
節

目
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
次
の
九
〇
〇
号
に

む
け
て
さ
ら
に
充
実
し
た
誌
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卯
）

特
集
◉  

子
ど
も
支
援
の
持
続
可
能
性
を
問
う

少
子
化
が
進
む
中
、
虐
待
、
不
登
校
、
発
達
の
偏
り
、
貧
困
、
孤
立
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

課
題
は
複
雑
化
・
重
層
化
し
て
い
る
。
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
と
家
庭
を
支
え
る
輪
が
広
が
っ
て

い
る
が
、
そ
の
多
く
は
善
意
と
献
身
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
担
い
手
自
身
の
疲
弊
や
不
安
定
さ
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
支
援
の
現
場
の
課
題
を
起
点
に
、
善
意
に
依
存
し
な
い
支
援
体
制

の
あ
り
方
と
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
探
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
子
ど
も
支
援
の
担
い
手
が
直
面
す
る
課
題
―
子
ど
も
支
援
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割

―
岩
田
美
香
・
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授

論
文

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
実
態
と
自
治
体
支
援
の
工
夫

―
奥
村
賢
一
・
福
岡
県
立
大
学
人
間
社
会
学
部
准
教
授

報
告

現
場
か
ら
考
え
る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
持
続
可
能
性

―
池
下
孝
弘
・
自
治
労
社
会
福
祉
評
議
会
保
育
部
会
幹
事
／
津
市
保
育
士

報
告

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
働
く
家
庭
児
童
相
談
員
の
役
割
と
実
態

―
千
代
窪
司
・
社
福
評
児
童
相
談
養
育
部
会
幹
事
／
美
里
町
統
括
支
援
員

報
告

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
支
援
の
現
場
か
ら
～
西
東
京
市
―
相
馬
明
美
・
西
東
京
自
治
研
セ
ン
タ
ー

報
告

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
「
善
意
」
だ
け
に
頼
ら
な
い
た
め
に

―
木
村
清
美
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事

（
執
筆
者
、
タ
イ
ト
ル
な
ど
に
つ
い
て
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）


